
四
近
世
の
社
会
と
生
活
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…
…
…
：
：
…
…
…
一
五
九

封
建
支
配
の
完
成
島
民
の
年
貢
負
担
産
業
と
海
運
村
人
の
生
活
と
文
化

六
産
業
と
開
発
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
五
○
五

農
林
業
水
産
業
石
灰
石
採
石
業
離
島
振
興
と
土
木
建
設

商
工
業
と
交
通
人
・
創
造
・
未
来

五
行
財
政
・
福
祉
の
推
移

蝿Ｌ

坐
－－ｑ■鐸

晒凹

牒
虫

-喜逗二F

関前諸島

教
育
長
小
西
和
軍

五

口
絵
自
然
村
政
歴
史
産
業
文
化
財
教
育
福
祉

発
刊
の
こ
と
ば
村
長
池
田
深

発
刊
を
祝
し
て
議
長
吉
田
賓
一

■
●
●
●
●
■
●
●
Ｏ
●
●
甲
●
●
●
白
白
●
。
●
■
●
●
●
●
●
。
①
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
Ｃ
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

附 八 七
教
育
文
化

■
●
●
●
、
●
■
。
■
申
■
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
■
◆
岳
●
●
●
●
●
●
巴
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
申
●
●
●
●
●
①
●
●
●
●
◆
●
Ｄ
Ｄ
ｂ
●
●
Ｂ
●
●
●
●
●
●
●
，
●
●
■
ｐ
●
①
●
●
■
●
●

自
然
と
風
土

一

七

三
武
士
と
水
軍
の
世
紀

一
一
原
始
・
古
代
。
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
七
九

原
始
時
代
古
墳
時
代
奈
良
・
平
安
時
代

あ
と
が
き

編
纂
委
員
名
簿

学
校
教
育
社
会
教
育

総
合
目
次

民
俗
・
芸
能
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
七
六
五

神
道
悌
教
民
俗
と
文
化
弓
祈
祷
神
事
伝
説
と
民
話

側
前
村
年
表
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
．
…
…
…
…
…
・
九
四
九

関
前
村
古
文
書
目
録
：
：
…
…
…
：
：
．
：
：
：
…
…
…
…
…
．
：
…
…
九
七
四

…
…
…
：
：
…
：
…
…
：
．
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：
．
：
…
：
…
：
…
：
：
・
・
六
八
一
一
一

村
政
の
発
展
財
政
の
推
移
福
祉
と
保
健
衛
生
治
安
・
消
防
・
兵
事

鎌
倉
時
代
戦
国
乱
世
と
村
上
水
軍
秀
吉
の
四
国
統
↓

村
の
概
要
地
形
と
地
質
気
象
と
気
候
植
物
と
動
物



里型

１
１
１
‐

，
Ｉ

■

一
沿
革
と
位
置
…
…
…
：
…
：
．
．
…
…
…
…
：
：
：
：
…
…
：
…
：
…
３

沿
革
数
理
的
位
置
交
通
的
位
置

地
域
的
特
性

一
一
地
勢
と
面
積
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
８

地
勢
と
広
が
り
面
積

三
人
口
と
戸
数
：
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
、

人
口
・
世
帯
数
の
推
移
大
下
島
の
人
口

就
業
者
別
人
口
人
口
の
動
態
人
口
の
構
造

集
落

一
地
形
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
・
…
劉

地
勢
地
形
堀
と
沼
海
岸
の
地
形

二
地
質
と
土
壌
：
：
：
…
：
．
…
…
…
…
…
：
：
：
．
…
…
…
…
…
．
．
…
詔

地
質
と
岩
石
小
大
下
島
の
石
灰
岩
土
壌

一
一
一
海
況
と
海
底
地
形
・
…
・
…
・
…
…
・
…
．
．
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
・
訂

潮
流
関
前
灘
の
海
底
他
の
海
域

戸'･雨烈転W恥

堅塁Ｌ型

戦
後
の
風
水
害
⑳

四
季
の
花
せ
き
ぜ
ん
い

海
浜
の
小
動
物
㈲

ア可

気
候
・
天
候
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
“

気
候
気
温
降
水
量
風
と
天
候
・
気
象

８

村
の
概
要

気
象
と
気
候

地
形
と
地
質

ｌ

Ｉ

Ｉ

８

１

ｌ

Ｉ

ト

ト

‐

１

１

海
岸
美
の
島
せ
き
ぜ
ん
⑳

せ
き
ぜ
ん
の
巨
木
・
銘
木
⑳

蝶
の
島
せ
き
ぜ
ん
の

味
魚
せ
き
ぜ
ん
岡

１
１
Ｉ

u

塵 型

一
撚
一

一
一
自
然
災
害
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
４
刈
卦
《

江
戸
期
の
災
害
明
治
十
七
年
の
台
風
と
高
汐

明
治
三
八
年
の
水
害
戦
前
の
水
害

戦
後
の
災
害
平
成
三
年
秋
の
台
風

一
植
物
・
海
藻
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
所

植
生
巨
木
社
叢

山
草
と
薬
草
海
藻

二
動
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
：
．
…
…
…
：
師

鳥
獣
類
昆
虫
類
チ
ョ
ウ
と
ト
ン
ボ

海
岸
動
物
魚
介
類

植
物
と
動
物

声司

４



／~､、

ｒ】

一
旧
石
器
時
代
…
…
…
：
…
：
．
…
…
：
：
：
…
…
：
：
…
…
：
…
・
…
団

旧
石
器
時
代
の
瀬
戸
内
海
象
と
伊
予

二
縄
文
・
弥
生
時
代
・
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
別

気
候
の
温
暖
化
生
活
の
変
化
海
の
生
活

原
始
的
な
焚
寄
漁
法
石
亀
と
巨
石
崇
拝

弥
生
時
代

一
時
代
区
分
と
古
墳
の
分
布
…
．
．
…
…
・
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
・
卵

前
期
古
墳
後
期
古
墳
鯨
岡
古
墳

相
の
谷
古
墳
群
越
智
郡
陸
地
部
芸
予
の
島
々

二
正
月
鼻
古
墳
群
…
・
…
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
・
…
・
…
…
呪

古
墳
群
の
発
見
分
布
出
土
物

古
墳
の
謎
大
番
さ
ん
古
墳
期
の
生
活

一
古
代
の
政
治
と
文
化
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
Ⅷ

律
令
下
の
郷
土
姓
と
地
名
古
代
の
文
化

二
古
代
山
城
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
．
．
Ⅷ

朝
鮮
半
島
の
情
勢
古
代
山
城
観
音
崎

甲
ノ
峯
園
地
山
大
石
ノ
峰
火
山

『雨

原
始
時
代

『

古
墳
時
代

睦:島幽

ー

§LP』

３
奈
良
・
平
安
時
代

三
海
賊
の
発
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
Ⅲ

武
士
の
お
こ
り
純
友
の
乱
乱
の
意
義
と
終
末

■
一

Lgs-塾



１２
戦
国
乱
世
と
村
上
水
軍

一
源
平
争
乱
と
河
野
氏
…
…
：
．
…
．
：
：
…
…
・
…
：
…
・
…
．
：
…
…
ｌ

源
氏
の
挙
兵
村
上
清
長
の
討
死

通
信
の
勢
力
回
復
域
ノ
浦
の
戦
い

二
海
賊
か
ら
水
軍
へ
…
…
…
…
…
…
：
：
：
…
…
．
．
：
…
：
…
…
…
〃

海
賊
衆
村
上
氏
の
起
こ
り

一
一
一
河
野
氏
の
勢
力
・
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
：
…
…
・
…
別

守
護
職
河
野
氏
承
久
の
乱
と
河
野
氏

元
寵
と
河
野
の
後
築
地
南
北
朝
の
内
乱
と
河
野
氏

高
縄
城
か
ら
湯
築
城
へ

四
河
野
氏
の
盛
衰
・
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
：
：
…
：
…
別

細
川
氏
の
伊
予
侵
入
通
尭
南
朝
へ
味
方

通
尭
帰
国
通
尭
の
戦
死
亀
王
丸
の
河
野
家
継
承

河
野
家
の
内
紛

一
水
軍
の
城
砦
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
別

城
砦
の
構
造
宮
山
城
宮
山
城
と
禅
寺
・
真
宗
寺

一
一
郷
土
の
城
砦
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
岨

大
下
城
観
音
崎
城
岡
村
城

戸司

鎌
倉

〆、

室
町
時

席・雨

Ｌ三
陸9.望

３
秀
吉
の
四
国
統

座型

一
統
一
と
四
国
の
情
勢
…
…
…
：
：
…
…
：
…
…
：
：
…
…
：
…
…
Ｗ

河
野
氏
の
動
き
毛
利
勢
の
伊
予
侵
攻

越
智
郡
の
諸
城
落
成

９

二
朝
鮮
の
役
と
水
主
．
．
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
：
…
・
・
・
…
・
・
４

文
禄
慶
長
の
役
戦
争
の
推
移
領
主
の
交
替

三
水
軍
の
解
体
：
．
：
…
…
…
…
：
：
…
…
・
…
…
…
…
．
：
…
…
：
…
鮒

城
割
り
因
島
村
上
氏
の
鞘
へ
の
移
動

水
軍
解
体
後
の
事
件



寓琶、ヘ

村
方
の
商
業
商
業
の
取
締
り
酒
と
油

他
の
商
品
の
販
売
市
と
祭
り
貨
幣
と
金
融

木
綿
業
職
人

三
小
大
下
島
の
石
灰
石
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
恥

概
要
創
業
期
の
小
大
下
島
天
保
期
の
稼
行

嘉
永
・
安
政
期
の
再
興
原
石
の
移
出

四
海
運
業
の
発
展
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
恥６

概
要
藩
法
と
海
運
の
支
配
船
（
石
数
）
改

内
海
航
路
の
発
達
岡
村
港
の
改
修

上
方
で
の
滞
銀
一
件

五
海
運
の
諸
相
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…
加

水
主
役
参
勤
交
代
狼
煙
場
と
賛
火
所

水
主
賃
銀
の
か
ら
く
り
公
儀
役
人
の
通
航

分
銅
・
秤
改
の
入
村
測
量
方
役
人
の
廻
村

巡
見
使
の
通
行
海
難
処
理
海
難
の
例

六
白
潟
の
繁
栄
…
…
…
…
…
．
．
…
：
…
…
：
…
．
：
…
…
…
…
…
…
恥７

概
要
白
潟
の
開
発

村
方
に
よ
る
宝
暦
期
の
繁
栄
文
政
期
の
白
潟

白
潟
へ
の
出
開
帳
天
保
期
の
白
潟

白
潟
最
後
の
繁
栄
白
潟
の
借
財
白
潟
の
衰
退

一
藤
堂
・
加
藤
家
の
支
配
・
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
．
．
…
…
・
…
…
雌

高
虎
以
前
の
支
配
藤
堂
高
虎
の
入
部

加
藤
嘉
明
の
支
配
蒲
生
忠
知
時
代

二
松
川
藩
の
藩
政
：
：
：
：
：
…
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
：
…
防

松
平
定
行
の
入
国
松
山
藩
政
の
推
移

政
治
犯
の
流
刑
享
保
の
飢
餓
と
流
罪

久
万
山
騒
動
の
余
波
中
川
伝
吾
の
流
罪

遠
山
甚
太
郎
の
遠
島

景
浦
金
三
・
山
口
岩
太
郎
ら
の
流
刑

三
鳥
方
の
行
政
（
郡
役
人
）
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
：
…
閲

島
方
代
官
所
代
官
所
の
統
廃
合
手
代
・
元
締

郡
会
所
大
庄
屋
・
改
庄
屋

四
村
の
成
立
と
村
方
の
支
配
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
別

内
海
島
峨
部
へ
漂
海
漁
民
の
定
住

小
大
下
イ
ヵ
リ
網
代
の
開
発
岡
村
の
六
軒
株

村
方
役
人
（
三
役
）
庄
屋
岡
村
庄
屋
桧
垣
氏

大
下
村
庄
屋
村
上
氏
戸
口
訓
査
と
宗
門
改

岡
村
の
人
口
大
下
村
の
人
口
人
口
の
移
動

高
齢
者
へ
の
祝
高
札
場
と
付
船
小
大
下
島
論
争

明
和
の
争
論
村
政
と
村
入
用

IＦ、
■

ﾛ■

|，.

'Ｌ，型

戸司ｑ

/毎言云

１
封
建
支
配
の
完
成

白
潟
と
御
手
洗
港
伽

畦．型

鋲毎画へ

３
活
発
な
産
業
と
海

一
衣
食
住
と
く
ら
し
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
似

《
叩
、
Ｕ

村
人
の
く
ら
し
倹
約
触
衣
食
住

岡
村
の
大
火
出
稼

二
生
活
の
苦
労
と
救
済
：
：
…
…
…
．
：
…
…
…
：
：
…
…
…
：
…
・
・
別

難
渋
者
の
救
済
天
保
の
飢
鐘
幕
末
期
の
困
窮

疫
病
の
流
行
博
突
と
処
分
出
奔
・
欠
落

盗
難
と
喧
嘩
雑
事
件
座
頭
・
瞥
女
の
保
護

三
信
仰
生
活
と
教
育
・
文
化
…
…
：
…
：
…
…
…
・
…
：
…
…
：
…
別

《

叩

く

皿

Ｕ

心
学
と
庶
民
の
教
化
寺
子
屋

四
国
遍
路
と
伊
勢
参
り
有
馬
入
湯
娯
楽

医
療
文
学
信
仰
善
照
寺

法
珠
寺
姫
子
陽
神
社
大
下
早
津
佐
神
社

小
大
下
碇
明
神
神
仏
分
離
と
合
祁

四
幕
末
維
新
と
島
民
．
．
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
：
…
…
…
剛

異
国
船
の
渡
来
藩
の
対
応
沿
岸
の
警
備

台
場
の
築
造
大
下
の
海
岸
見
張
番
所

農
兵
の
組
織
長
州
征
伐
第
二
次
征
長

献
納
献
金
藩
政
終
末
期
の
世
相

土
佐
藩
の
占
領
廃
藩
置
県
維
新
期
の
庄
屋

一
漁
場
と
漁
業
生
産
…
：
：
…
…
…
．
：
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
、
“

、
．
、
Ｊ

概
要
網
代
の
開
発
漂
海
漁
民
と
岡
村

岡
村
の
漁
場
漁
法
漁
師
の
負
担

煎
海
鼠
の
上
納
魚
類
の
販
売
製
塩

漁
場
紛
争
（
文
政
五
年
天
保
期
嘉
永
・
慶
応
期

明
治
初
年
）

二
商
工
業
・
職
人
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
．
…
…
…
・
…
・
…
・
…
郷

一
付
高
と
田
畑
・
…
…
：
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
狐

本
百
姓
と
水
呑
村
高
川
畑

新
田
畑
の
開
発
株
頭
制
度
畑
の
他
領
売
り

地
割
（
地
坪
）
制
度

一
一
年
貢
と
諸
負
担
．
．
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
加

伊
予
の
セ
ツ
免
高
内
又
七
の
春
免
本
年
貢

小
物
成
（
雑
税
）
囲
籾
の
制
米
作

そ
の
他
の
作
物
牛
馬
と
伯
楽
肥
料

凶
作
と
飢
瞳
豊
作
・
雨
乞
の
祈
祷

三
林
政
と
林
業
…
…
・
…
…
．
．
…
…
：
…
…
：
…
…
・
…
…
…
・
…
…
剛

山
林
の
所
有
岡
村
の
藩
有
林
御
用
木
と
大
木
改

分
一
と
運
上
村
と
鉄
砲

Ｌ、厚ユ

４
村
人
の
生
活
と

ｚ
島
民
の
年
貢
と
諸
負
担隆劃

賭
）



、どジ

『．、

Ｌ隅・型 一
治
安
…
…
…
…
…
…
…
…
：
．
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
預
皿

，
。
（
『
▲

治
安
駐
在
所

二
消
防
活
動
…
…
…
…
…
…
…
：
．
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
別

０
ロ
バ
恥
△

消
防
組
の
設
置
消
防
団
の
結
成

消
防
委
員
会
越
智
郡
島
部
消
防
組
合

三
兵
事
…
…
・
…
：
…
：
：
：
…
：
：
…
…
：
：
．
…
…
…
…
・
…
：
冊

ｊ
伽
叩
４

明
治
初
年
の
丘
〈
役
日
清
・
日
露
の
戦
役

大
正
・
昭
和
期
の
戦
役
太
平
洋
戦
争

戦
争
の
経
過
戦
没
者
名
簿

四
環
境
衛
生
：
：
：
…
：
…
…
：
…
・
…
…
…
：
：
：
…
．
．
…
…
…
…
：
別

〃
。
ｎ
吋
▲

ご
み
・
し
尿
処
理
清
掃
活
動
衛
生
組
合

火
葬
場

一
愛
媛
県
の
成
立
と
戸
長
時
代
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
別、ぐＪ

県
の
統
廃
合
区
制
の
実
施

郡
区
町
村
編
成
法
戸
長
期
の
村
政

地
租
改
正
越
智
郡
々
制

二
関
前
村
の
出
発
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
・
例
、
く
Ｊ

関
前
村
の
成
立
村
名
の
由
来

役
場
の
位
置
村
会
の
開
設
歴
代
議
員

戦
前
の
村
議
会
戦
後
の
村
議
会

区
会
の
設
置
部
落
常
会
と
自
治
会

三
村
長
と
村
政
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
畑

井
村
亮
村
政
井
村
利
達
村
政

桧
垣
信
庸
村
政
村
上
利
右
衛
門
と
井
村
篤
夫

大
正
昭
和
期
の
井
村
亮
美
藤
清
文
村
政

美
藤
芳
人
村
政
池
田
深
村
政

助
役
と
収
入
役
行
政
組
織
の
変
遷

役
場
吏
員
村
民
各
位
へ

四
村
政
の
協
力
者
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
：
．
：
：
：
…
…
…
…
：
伽

監
査
委
員
公
平
委
員
固
定
資
産
評
価
委
員

人
権
擁
護
委
員
選
挙
管
理
委
員

一
社
会
福
祉
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
棚

沿
革
生
活
保
護
民
生
委
員

児
童
福
祉
保
育
所
母
子
福
祉

身
障
者
の
福
祉
遺
族
・
引
揚
者
援
護

福
祉
施
設
社
会
福
祉
協
議
会
老
人
福
祉

老
人
の
医
療
と
保
健
老
人
ク
ラ
ブ

長
寿
・
敬
老

二
保
健
・
衛
生
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
：
：
…
…
開Ｊ４

沿
革
伝
染
病
対
策
種
痘

隔
離
病
舎
戦
後
の
衛
生
健
康
の
カ
ル
テ

医
師
診
療
所
の
開
設
保
健
婦

三
国
民
健
康
保
険
と
年
金
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
的洲寸

国
民
健
康
保
険
年
金
制
度

Ｆ両 P戸雨

一
戦
前
の
財
政
…
…
…
…
．
．
…
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
・
冊

○
一
八
“
▲

明
治
期
の
財
政
大
正
期
昭
和
期

基
本
財
産

二
戦
後
の
財
政
…
・
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
路

，
ｑ
㈹
尋
△

生
産
と
所
得
戦
後
の
イ
ン
フ
レ

近
年
の
財
政

４村村
の政
宝何
物年
圃記
児念
た“
ち
い

治
安
・
消
防

’
１

村
政
の
発
展

。
〃
も
門
や
ｑ
・
即
廿
も
．
■
日
即
Ⅱ
ｆ
Ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
町
‐
蜘
凸
”
４
－

、唾ダ

〆弓儲

＆

ｌ
…

可
、
ｕ
、
■
凡
牌
吟
蛤
旧
胴
岡
山
ｎ
Ⅱ
ｒ
脇
■
『
０
■
Ⅱ
ロ
■

Ｆ､

､哩畿jpダ

３
社
会
福
祉
と
串

bここ剥

２
財
政
の
推
移
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一
沿
革
：
．
…
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
：
．
…
…
・
…
…
：
剛

明
治
初
年
の
漁
業
漁
業
組
合
の
設
立

遠
海
出
漁
大
正
・
昭
和
初
年
の
漁
業

漁
業
紛
争
戦
後
の
漁
業

一
一
漁
場
と
漁
法
…
…
・
…
…
：
：
：
…
：
…
…
：
：
…
：
…
：
…
・
…
…
別

ワ
Ｄ
Ｊ

漁
場
漁
具
漁
法
サ
ワ
ラ
漁

三
近
年
の
漁
業
…
：
…
…
：
…
…
…
：
…
・
…
．
：
．
…
…
：
．
…
…
…
・
砿

漁
家
と
漁
獲
漁
業
湯
司
組
合
養
殖
業

一
農
業
の
近
代
化
・
…
…
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
ｍ
Ｗ

（
Ｕ
八
Ｍ

農
地
改
革
農
業
の
近
代
化

一
一
果
樹
産
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
・
伽

果
樹
の
発
展
共
販
体
制
の
確
立
計
画
密
植

三
農
業
団
伏
目
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
剛

農
業
協
司
組
合
園
芸
組
合
農
業
会

柑
橘
出
荷
組
合
煙
草
耕
作
組
合

大
下
港
小
大
下
港
白
潟
港

城
ノ
谷
漁
港
海
岸
保
全
事
業

五
住
宅
建
設
と
水
道
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
．
．
…
…
血

水
道
の
概
要
水
道
事
業
の
歩
み

公
営
住
宅
電
気
の
導
入

一
商
工
業
…
：
…
…
…
…
．
：
…
…
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
伽

明
治
期
の
商
工
業
信
用
・
金
融

大
正
期
の
産
業
戦
後
の
商
業

工
業
と
建
設
業

９

二
交
通
と
通
信
・
・
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
．
：
…
：
：
…
．
：
…
脇

概
要
道
路
交
通
岡
村
・
大
下
の
一
周
道
路

車
両
の
増
加
関
前
郵
便
局
電
信
・
電
話

映
像
の
時
代

三
海
運
と
海
上
交
通
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
例

岡
村
の
渡
海
船
大
下
の
渡
海

村
営
船
の
就
航
民
間
の
定
期
航
路

港
湾
港
勢
岡
村
の
海
運
業

関
前
村
機
帆
船
協
同
組
合
航
路
と
関
前

大
下
烏
灯
台

賑F雨
ロ、

、ーン

r宕落､１

業

ｒ己雪

る
１

座塞錨』

／~、

沿
革
．
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
…
．
．
…
…
…
…
師

明
治
初
年
明
治
中
期
大
正
期
以
降

３
石
灰
石
採
石
業

１ソ
５
商
工
業
と
交
通

水 農

産 林
業

４
離
島
振
興
ど
土
木
建
設

６

3畳伊遡
E

bL型

蝿
）

岡
村
港
の
お
も
か
げ
細

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
細

産
業
文
化
祭
剛

せ
き
ぜ
ん
顔
一
○
○
剛

一
離
島
開
発
と
振
興
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
棚

離
島
振
興
法
離
島
セ
ン
タ
ー

農
林
漁
業
近
代
化
事
業
過
疎
対
策

二
土
木
建
設
事
業
・
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
：
：
：
…
…
…
皿

概
要
明
治
期
の
海
面
埋
立

時
局
匡
救
事
業
失
業
対
策

戦
前
の
災
害
復
旧
事
業
戦
後
の
災
害
復
旧

戦
後
の
埋
立
土
地
改
良
事
業

三
道
路
建
設
…
…
・
…
…
…
：
…
…
．
：
・
・
・
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
伽

大
正
期
近
年
の
道
路
工
事
農
道
建
設

四
港
湾
建
設
…
・
…
…
…
…
．
：
…
…
…
・
…
…
．
．
…
…
…
…
…
：
…
剛

概
要
明
治
の
岡
村
港

大
正
四
年
の
防
波
堤
計
画
大
正
十
年
の
大
修
築

昭
和
三
、
四
十
年
代
の
改
修
近
年
の
岡
村
港

戦
後
の
採
石
採
石
業
の
終
駕

小
大
下
島
石
灰
石
鉱
山
の
歴
史

二
主
要
鉱
山
誌
：
：
…
…
・
…
：
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
鯉

本
村
上
鉱
山
小
大
下
鉱
山

井
村
石
灰
石
鉱
山
小
大
下
石
灰
石
鉱
山

関
前
鉱
山
大
下
島
石
灰
鉱
山

各
鉱
山
の
生
産
実
縦

(総）
宅巳一L一

一
観
光
と
文
化
：
：
．
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
：
…
：
：
…
…
・
師

観
光
開
発
民
宿
・
喫
茶
文
化
財
の
保
護

文
化
活
動

一
一
夢
の
村
づ
く
り
…
：
…
…
…
…
…
．
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
伽

ふ
る
里
創
生
村
お
こ
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
未
来
へ
の
架
橋

二
十
一
世
紀
へ
の
目
標
人
．
未
来
・
せ
き
ぜ
ん

声蔦調

人
・
創
造
・
未
来

／~､、

ぼせ船石
くき・灰
らぜ今採
のんは石
あ村む懐
Ｉ美か旧
と術し６７１
‘７０綱㈱



，
く
侭
～
ｊ
７
．

一
社
会
教
育
の
沿
革
・
…
：
…
…
…
…
．
．
…
…
：
…
…
…
：
：
…
．
…
〃

万
Ｊ
１

明
治
・
大
正
期
戦
後
社
会
教
育
委
員

一
一
公
民
館
…
．
．
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
．
…
…
…
：
．
…
３

万
Ｊ
Ｏ

公
民
館
の
発
足
館
の
運
営
離
島
セ
ン
タ
ー
‐
．

一
一
一
社
会
体
育
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
・
…
：
…
：
：
…
…
…
仙

同
〃
ｆ
０

発
足
関
前
村
体
育
協
会
々
則

四
文
化
活
動
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
．
．
…
…
．
…
…
．
…
…
…
“

句

〃

Ｊ

０

発
足
活
動
内
容

一
教
育
制
度
…
．
．
…
・
…
・
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
…
・
朋

内
ｆ
ｎ
Ｕ

明
治
期
大
正
時
代

二
昭
和
時
代
の
教
育
・
…
・
…
…
…
…
…
：
…
：
．
…
．
．
…
…
…
…
…
帥

公

Ｊ

暁

、

Ｕ

昭
和
初
期
戦
時
体
制
下
の
教
育
青
年
教
育

戦
後
の
教
育
占
領
下
の
教
育

学
校
制
度
の
改
変
教
育
内
容
の
改
訂

三
学
校
の
変
遷
．
．
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
．
：
．
…
…
…
鮒

か

隅

Ⅱ

ｖ

大
下
小
学
校
岡
村
小
学
校
小
大
下
校

関
前
中
学
校
岡
村
・
大
下
中
学
校

四
教
育
委
員
会
・
…
…
…
・
…
…
．
．
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
妬

伺

や

〃

口

，

委
員
会
制
度
市
町
村
教
育
委
員
会
の
誕
生

Ｌ_ノ

／~、

、ーノ

〆〒、

２
社
会
教
育

１
学
校
教
育

…
い
，
厚
‐

庁

１
１

五
各
種
団
体
：
…
・
…
…
：
…
：
．
：
…
：
…
：
…
…
…
…
：
…
…
…
：
別

公
Ｌ
ｎ
ｕ

Ｐ
Ｔ
Ａ
戦
前
の
青
年
会
青
年
団

婦
人
会
の
発
足
戦
後
の
婦
人
会

老
人
ク
ラ
ブ

‐
１
１
Ｗ
紺
１
１
…
鷺
晦
撰
臆
‐
４
刈
刷
＃
〃
Ⅱ
’
１
０
１
１
，
！
銅
ｉ
■
篠
ｉ
‐
’
，
‐
Ｉ
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道’

５

－
衣
・
食
・
住
…
…
…
…
…
・
…
．
．
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
鮒

概
要
水
衣
生
活
普
段
着
・
ア
ィ
マ
着

食
生
活
主
食
と
副
食
食
事

住
居
の
変
化
農
家
の
住
居
出
稼
ぎ

浜
子
稼
ぎ
杜
氏
生
活
の
変
化

二
年
中
行
事
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
：
…
…
：
：
…
・
…
：
：
…
…
弱８

概
要
正
月
の
行
事
春
の
行
事

夏
の
行
事
秋
の
行
事
年
越
し
の
行
事

三
通
過
儀
礼
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
師

婚
姻
出
産
葬
制
追
善

一
浄
土
真
宗
の
伝
播
・
…
…
：
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
．
：
…
…
９

句
〃
Ⅱ

芸
術
地
方
の
真
宗
岡
村
島
へ
の
波
及

石
山
本
願
寺
の
攻
防

二
真
宗
寺
院
の
開
創
と
善
照
寺
・
法
珠
寺
…
…
・
…
…
…
…
・
…
・
拠

門
”
ｊ
Ｏ

真
宗
の
浸
透
常
高
寺
了
空
の
布
教

幕
府
の
宗
教
政
策
キ
リ
シ
タ
ン
禁
令

檀
下
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